









































































Prewar Kindergarten and Elementary School Music Education in Sakai City,PartⅢ：
























































番号 校 名 児童数 番号 校 名 児童数 番号 園 名 幼児数

























6 市尋常小学校(市之町) 1078 16
五箇荘尋常小学校
(新堀町) 916
7 英彰尋常小学校(寺地町西) 1303 17
百舌鳥尋常小学校
(百舌鳥梅町) 1054


























































































































































手柄を たて 帰る その日 まで
御霊よ
こころ 込めて 祈らん ○○○
○○○
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３．映像の中の教材と実践の特徴
前半の映像は６つの場面からなっている。①校外か
ら児童たちが二部合唱を歌いながら集団で楽しそうに
登校する場面、②校庭で入り乱れて騒ぐ児童たち。鐘
が鳴り整列し、号令とともに挨拶の後、ラッパの音に
合わせて整然と行進し、学級ごとに退場する場面、③
唱歌室での《夏の光》(作曲：ホーソン 作詞：二宮龍
雄)を歌う場面、④CEG、HDG、GHD、CFAの４種の
和音を音高無しで唱えて練習した後、校庭でのオルガ
ンの和音を音を聴き当てて各班が立ち上がり、笛の合
図で「空中戦遊び 飛行隊」の活動を開始する場面、
⑤唱歌室で黒板にある「音名読練習表」の和音を示す
と、次々に児童が一人ずつ立ち上がり、音高無に唱え
て練習し、その後、《摘草》の二部合唱を歌う場面、⑥
海辺を児童たちが散歩しながら、《祈りの歌》をアカペ
ラの二部合唱で歌う場面、である。
特徴的なことの一つは、児童たちの一日の生活全体
を視野にいれ、様々な活動の場面を入れていることが
あげられる。上記に示したように、校外での登校風景、
校庭での行進、唱歌室での合唱、再び校庭での体育及
び唱歌室での和音読練習二部合唱、校外(海辺)での合
唱、というように、唱歌室内外、学校内外と活動の場
面を変え、佐藤が掲げた「生活全体の中で」の方針を
反映させたと考えられる。
特徴的なことの二つ目は、「音の教育」と「音楽の教
育」の二つの音感教育が含まれているということであ
る。小学部の内容は、幼稚園において各クラスの担任
保姆の指導のもとに子どもたちの活動が展開されてい
たものとは異なり??、一つの脚本をもとに演出されて
行われている印象の強いものであった。その流れの中
で、校庭でのラッパの音での行進や体育「空中戦遊び
飛行隊」での和音の聴き分けなどは、信号音としての
聴き分け、「音の教育」であり、登校時や海辺での二部
合唱や唱歌室での和音読み練習は「音楽の教育」とし
て見ることができる。
即ちこのことは、堺市の絶対音感の獲得、和音感の
獲得を目指す音楽教育の中に、「天分をより高く伸ばす
には美しい音楽を与へる」とする音楽教育と「我が国
防・科学・産業等凡ゆる方面の発展的基礎」となる音
の教育の両側面が具体化されていたということでもあ
る。④体育の「空中戦遊び、飛行隊」は明らかに軍国
主義的な題材であり、最後の⑥の《祈りの歌》の「君
のため 命ささげて 戦うつわもの」の歌詞が歌われ
ている教材も同様である。しかし、《祈りの歌》の音楽
自体はアカペラでの二部の響きを素朴に紡ぎだす美し
い合唱であり、言い難い違和感を醸し出す場面となっ
ている。
特徴の三つ目には、遊戯化を中心にした幼稚園に比
べて小学校部での内容は、和音聴音や和音読みなど基
礎訓練的なものに限られていたことがあげられる。こ
うした訓練が児童の興味を引き付ける実践にならなか
ったことは、当時児童であったＡ子氏(1932(S７)年２
月１日生まれ、1938(S13)年に熊野小学校に入学)への
聞き取りからもうかがえる。Ａ子氏は、小学校３年生
頃から盛んになった小学校での音感教育の記憶が鮮明
である。そして「音を聞き分ける自信がなく、みんな
と一緒に答えても、一人では聞き分けられなかった」、
「女学校へ入学した時、私たちは音感教育の盛んだっ
た小学校から入ったので、当時の先生に後ろへ立たさ
れたことがなかった。多くの友達が授業中後ろに立っ
ていた」ことを「和音感教育の大変だった思い出」と
して語っている??。一方挿入されている合唱はハ長調、
ヘ長調、ト長調、変ト長調であるが、和音訓練で扱っ
ているのはハ長調の主要３和音に限定されており、ど
(採録協力者 名田青麻 小田原聡志)
16：51 ⑥
海
辺
（合唱をBGMとして、風景が次々に映し出される）
（夕日の砂浜。松ごしに、並べて置かれた船)
（波打ち際を並んで歩き、貝殻を拾う児童たち)
（徐々に集まり、海に向かい斉唱)
（横一列にきれいに並び、海に向かい歌う児童たち)
テロップ
完
東亜発声ニユース映画製作所作品
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の学校でも取り組める基本的な内容であったことも特
徴的である。
特徴の四つ目には、冒頭テロップでも、「その音名の
呼び方には日本語のイロハ独逸語のABCなどあり、
こゝでは独逸音名が使用されてゐます」とあるように、
1940年段階では独逸音名で和音感訓練が展開されてい
たことがあげられる。
その他、本映画の小学校の部で使用されていた楽曲
は次の４曲であった。
《楽曲名不明》「東の空に～」、《夏の光》4/4拍子、変
ト長調(作曲：ホーソン 作詞：二宮龍雄)、《摘草》3/
4拍子、ト長調(作曲：長谷川良夫、作詞不詳、新訂尋
常小学唱歌(三学年))、《祈りの歌》2/2拍子、ハ長調(作
曲・作詞者不明)。
まとめにかえて
小学校部の和音感教育の内容を概観すると、和音読
訓練の他は、オルガン伴奏、アカペラも含めて二部合
唱を歌うものが多い。1930年代後半から1940年にかけ
てこうした歌声が公立小学校ですでに作られていたと
ことは一つの成果であったと言えるだろう。他方、和
音聴音を取り入れて班の動きを指示した体育の「空中
戦遊び 飛行隊」活動、ラッパの合図で行進する朝礼
場面等、音で集団の動きを作るという行動訓練の道具
としての使われ方は、国防教育に向けて教育の一端を
紹介するものでもあった。
『子どもと歌(音楽と国防)』の小学校部の内容を上
記のように概観すると、それは「平易ナル単音唱歌」
から「輪唱及ビ重音唱歌」への発展に向けた二部合唱
の披露など「音楽の教育」の成果を示す側面と、音に
よる集団行動訓練や戦時教材の扱いなど「音の教育」
によって国防教育の一翼を担おうとする側面と、今日
からみれば奇異さをもつ二側面が両立しながら実践さ
れていった記録である。前稿でも述べたがその奇異さ
は、歴史的な時間を経て、距離をもってみなければ自
覚することは困難である。しかし、学校という正統性
を付与された場での音楽教育がそうした奇異さを生み
出す土壌を日常的にかかえていることに改めて気づか
される。
渡辺裕は近年の文化研究の立場から文化の『創出』
について「人々の心性がどのようなメカニズムで形つ
くられ、また変容するのかといったことを、単に支配
者によるイデオロギーの押しつけと考えるのではなく、
いろいろなメディアをはじめ、芸術やスポーツなども
含めた様々な要素が相互に関わりながら、『文化』が全
体的なシステムとしてどのように動いていったのかと
いう問題としてみてゆこうとする考え方が主流」にな
りつつあると述べている??。
戦時体制の中での国家権力の意図を体現するような
教育の実施は、「支配者によるイデオロギーの押しつ
け」ではなく、私たち個々人の自己欲求や信念を追い
求める心性が芸術やスポーツなどを含めた様々な要素
の絡み合う中で作られていくということだ。信念に基
づいて教育に携わる一般の教師たち、また、懸命に歌
を歌う子どもたちも、その時代の価値観の滲む社会全
体のシステムの中で権力者側の意図を体現する主体に
なり得るということを、この映画は映し出している。
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